
【はじめに】全自動尿中有形成分分析装置 UF-5000（シス
メックス、以下 UF-5000）はフローサイトメトリー法によ
り尿中の細胞成分等を計測する機器である。また、研究用

項目として体液（Body Fluid：BF）測定モードが搭載され
ており、穿刺液中の有核細胞数および単核球数、多形核球

数などを計測することが可能である。今回、UF-5000 の BF 
モードにおける有核細胞数計測能を評価したので報告する。

【対象および方法】2020年 8月から 2021年 6月までに当
院の一般検査室に提出された穿刺液 126件（髄液 67件、腹
水 30件、胸水 29件）を対象とした。参照法は、Fuchs-
Rosenthal計算盤を用いた目視法とした。
検討項目は有核細胞数、単核球数、多形核球数とし、それ

ぞれ検体種別・有核細胞数別に評価を行った。

【結果】全検体を対象とした目視法との相関係数（r）は、
有核細胞数 0.987、単核球数 0.988、多形核球数 0.961であ
った。検体種別では、髄液;有核細胞数 0.993、単核球数
0.996、多形核球数 0.993、腹水;有核細胞数 0.978、単核球数
0.725、多形核球数 0.955、胸水;有核細胞数 0.986、単核球数

0.989、多形核球数 0.965であった。また目視法による有核
細胞数別で検討すると、10個/μL 以下（n=52）の検体では、
 有核細胞数 0.857、単核球数 0.815、多形核球数 0.287、11-
100個/μL（n=26）では有核細胞数 0.933、単核球数 0.887、
多形核球数 0.411、101-1000個/μL（n=33）では、有核細胞
数 0.952、単核球数 0.848、多形核球数 0.654、1000個/μL以
上（n=16）では、有核細胞数 0.983、単核球数 0.989、多形
核球数 0.964であった。
【まとめ】検体種別では、髄液および胸水ではいずれの比

較においても r>0.95であり良好と考えられたが、腹水の単
核球数は r=0.725と他の検体に比べ劣る結果であった。有
核細胞数別では、3項目とも細胞数が少ない検体において、
細胞数が多い検体と比較して目視法との相関は不良であり、

特に多形核球数においてその傾向が顕著であった。以上の

ことより、UF-5000を用いて穿刺液中の白血球数を計測す
る際には、細胞数が少ない検体や多核球数においては注意

が必要と考えられる。
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